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なかとんべつ町議会だより１９５号 ２

第３回
定例会
第３回
定例会

　平成２８年第３回定例会が、９月１４日から１６日まで３日間の日程で開催され、
初日の行政報告で小林町長は、次の４点について報告をしました。
１．中頓別町全社会資源参加シェアコミュニティ構築事業に係るライドシェア実証
　実験の開始について、８月２４日から実証実験を開始して年度末まで実施する。
　現在、１２名の町民ボランティアに登録いただき無料で町民に利用していただい
　ている。
２．宗谷管内町村と東京２３区との連携事業について、宗谷町村会として港区との
　交流を進めていくことになった。今後、それぞれの特色を活かした経済、人的交
　流を推進する。
３．ふるさと納税にかかる返礼品の取り組みについて、地元郵便局との連携を目的
　に日本郵便株式会社「ふるさとぷらす」に登録し、１１月初旬を目途に周知、受
　付を開始する。当面、はちみつ、砂金ようかんの２品で周知するが、今後、返礼
　品を増やしていく取り組みを進める。
４．小規模多機能型ミルクプラント事業について、８月上旬に許可を受け試験稼働
　を行っており、９月３日の北緯４５度酪農祭においてお披露目させていただいた。
　当面は、飲用向け牛乳を町内の商店や道の駅等で週末を中心に販売するとともに、
　学校給食やこども園への提供、各種イベント等での活用を主体に進めていくが、
　今後は特産品の開発に向けた試作に取り組んでいく。

　一般質問では、通告順に６議員が質問を行いました。
　今定例会の一般質問から、答弁調整等の休憩時間を除き、質問・答弁を合わせて
一人につき６０分の時間制限を設けました。
　質問議員と町長はじめ答弁者が、これまで以上に簡潔・明瞭な質問・答弁を心が
けることで、議会運営の円滑化と町民の皆さんにわかりやすい議会を目指すもので
す。
　平成２７年度一般会計ほか７会計の決算は、全議員で構成する「決算審査特別委
員会」（東海林繁幸委員長）に付託され、会期中に審査を行いすべて認定されました。
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第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

　

同
意
第
１
号　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員
の

人
事
案
に
つ
い
て
、
石
井
英
正
氏
の
再
任
に
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期　

平
成
28
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
９
月
30
日

　

議
案
第
62
号　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

　

ン
タ
ー
条
例

　

10
月
１
日
か
ら
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
者

と
援
助
を
行
い
た
い
者
か
ら
な
る
会
員
組
織
と
し

て
相
互
援
助
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
と
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
。

　

依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
支
払
う
利
用
料
の
４

分
の
３
か
ら
全
額
を
町
か
ら
助
成
す
る
も
の
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
事
件
）

　

議
案
第
63
号　

妊
婦
健
康
診
査
等
の
助
成
に
関

　

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

本
年
４
月
か
ら
北
海
道
が
創
設
し
た
妊
産
婦
安

心
出
産
支
援
事
業
と
あ
わ
せ
て
、
出
産
時
の
宿
泊

費
・
交
通
費
及
び
産
後
の
健
診
に
係
る
交
通
費
を

新
た
に
助
成
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
供
を
産

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
。

　

議
案
第
64
号　

商
工
業
振
興
支
援
条
例
（
一
部

　

改
正
）

　

経
営
継
承
時
に
１
回
限
り
交
付
す
る
継
承
祝
い

金
の
交
付
条
件
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
訂
正

す
る
も
の
。

　

議
案
第
65
号　

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条
例

　

（
一
部
改
正
）

　

融
資
の
対
象
条
件
の
一
部
を
、
「
町
税
を
完
納

し
て
い
る
も
の
」
か
ら
、
「
町
に
対
す
る
債
務
を

完
納
し
て
い
る
も
の
」
に
改
正
す
る
も
の
。

　

議
案
第
66
号　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

　

合
整
備
計
画
の
変
更

　

上
頓
別
・
岩
手
・
小
頓
別
・
秋
田
辺
地
に
係
る

道
路
の
整
備
計
画
を
変
更
す
る
も
の
。

　

議
案
第
67
号　

定
住
自
立
圏
域
の
形
成
に
関
す

　

る
協
定
の
一
部
変
更

　

稚
内
市
と
中
頓
別
町
で
締
結
し
て
い
る
協
定
書

に
つ
い
て
、
移
住
定
住
な
ど
新
た
に
連
携
し
て
取

り
組
む
内
容
の
追
加
や
各
政
策
分
野
に
お
け
る
事

業
の
統
合
等
に
伴
い
、
一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

　

議
案
第
68
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
千
１

５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
35
億

６
千
４
１
１
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
企
業
誘
致
の
た
め
の
貝
化
石
研
究

開
発
業
務
委
託
料
８
９
５
万
円
、
地
域
づ
く
り
活

動
支
援
補
助
金
３
０
０
万
円
、
社
会
資
源
可
能
性

詳
細
調
査
委
託
料
２
１
６
万
円
（
総
務
費
）
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費
２
６
６
万
円
（
農
林
水
産
業

費
）
、
商
工
振
興
支
援
事
業
補
助
金
９
８
６
万
円

（
商
工
費
）
、
民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
の
た
め
の
賃

貸
住
宅
建
設
促
進
助
成
金
３
千
６
０
０
万
円
（
土

木
費
）
、
自
動
車
学
校
な
ど
特
別
会
計
に
対
す
る

繰
出
金
５
１
５
万
円
な
ど
を
追
加
し
、
入
札
結
果

に
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備
補
助

金
３
千
万
円
（
民
生
費
）
を
減
額
す
る
も
の
。
（

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
事
件
）

　

議
案
第
69
号　

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０
７

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
３
千
６
３

７
万
円
に
。
車
両
修
繕
費
１
０
２
万
円
な
ど
を
追

加
。

　

議
案
第
70
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
３

１
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億

９
千
５
４
８
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
制
度
改
正
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
１
８
４
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
１
千

25
万
円
、
平
成
27
年
度
退
職
医
療
交
付
金
精
算
に

伴
う
返
還
金
１
０
１
万
円
を
追
加
。

　

議
案
第
71
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に
そ
れ

ぞ
れ
２
１
９
万
円
を
追
加
し
、
収
入
支
出
の
総
額

は
５
億
３
千
６
１
６
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
職
員
被
服
費
・
消
耗
品
費
・
修
繕

費
の
経
費
で
１
４
７
万
円
、
看
護
師
養
成
助
成
金

72
万
円
を
追
加
。

○○○

○○

○

○

○

○○

○

議
決
さ
れ
た
議
案
等
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

議
案
第
72
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
９
千
２
６
８
万
円
に
。

　

浄
水
場
取
水
施
設
修
繕
費
80
万
円
、
水

道
管
漏
水
修
理
費
70
万
円
を
追
加
。

　

議
案
第
73
号　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
９
千
１
７
４
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
大
規
模
な
災
害
等
で
下
水

道
施
設
や
設
備
に
被
害
を
受
け
て
も
、
業

務
を
中
断
せ
ず
、
例
え
中
断
し
て
も
早
急

に
復
旧
す
る
た
め
の
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）
策
定
業
務
委
託
料
３
０
０

万
円
を
追
加
。

　

議
案
第
74
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
千
１
１
７
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
は
２
億
２
千
４
７
７
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
保
険
給
付
費
６
２
４

万
円
、
平
成
27
年
度
介
護
給
付
費
等
の
精

算
に
よ
る
国
・
道
補
助
金
返
還
金
４
５
７

万
円
な
ど
を
追
加
。

　

発
議
第
１
号　

地
方
財
政
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
１
７
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財

政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
生
活
を

犠
牲
と
す
る
財
政
と
す
る
の
で
は
な
く
、

歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
り
、
人
的
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
、

地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
を
国
に

求
め
る
も
の
。

　

発
議
第
２
号　

林
業
・
木
材
産
業
の
成

　

長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

　

山
村
地
域
を
中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得

の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も
大
き
く
貢

献
す
る
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
の

財
源
を
十
分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ

と
な
ど
を
国
に
求
め
る
も
の
。

　

発
議
第
３
号　

北
海
道
内
に
お
け
る
地

　

方
バ
ス
路
線
維
持
を
求
め
る
意
見
書

　

地
域
住
民
の
生
活
路
線
で
あ
る
地
方
バ

ス
路
線
は
、
財
源
確
保
が
難
し
く
、
日
本

全
国
で
廃
線
と
な
る
路
線
が
急
増
し
て
い

る
。

　

国
及
び
北
海
道
に
対
し
て
、
現
行
の
路

線
を
維
持
・
存
続
で
き
る
よ
う
更
な
る
財

政
的
支
援
を
求
め
る
も
の
。

　

以
下
は
報
告
案
件

　

報
告
第
４
号　

平
成
27
年
度
健
全
化
判

　

断
比
率
の
報
告

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

４
・
８
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
審
査
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
等
に

基
づ
き
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、
よ

り
一
層
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　

報
告
第
５
号　

平
成
27
年
度
資
金
不
足

　

比
率
の
報
告

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
病
院
、
水
道
、

下
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20

％
）
は
、
い
ず
れ
も
算
定
さ
れ
な
い
。

　

冒
頭
の
町
長
の
行
政
報
告
で
、
平
成
28

年
度
普
通
交
付
税
が
、
前
年
度
と
比
較
し

て
５
千
１
８
３
万
円
（
２
・
５
％
）
減
少

の
20
億
３
２
８
万
円
と
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
１
議
案
を
審
査

し
、
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
61
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

５
千
７
７
８
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
は
35
億
１
千
２
６
１
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
農
業
体
験
交
流
施
設
修
繕

料
59
万
円
（
農
業
費
）
、
１
条
仲
通
り
線

整
備
工
事
４
千
３
８
５
万
円
（
土
木
費
）
、

地
域
活
性
化
基
金
積
立
金
１
千
３
３
４
万

円
（
諸
支
出
金
）
を
追
加
。

第
３
回
臨
時
会
結
果

（
８
月
10
日
）

第
３
回
臨
時
会
結
果

（
８
月
10
日
）
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議
員
全
員
で
構
成
す
る
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（

東
海
林
繁
幸
委
員
長
）
で
は
、
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

８
月
10
日
実
施
分

【
調
査
事
項
】

１　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
増
改
築
工
事
に
つ
い
て

　
　

備
品
購
入
費
を
含
め
た
事
業
費
総
額
８
億
３
千
３
０
３
万

　

４
千
円
の
増
改
築
工
事
に
つ
い
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
７
億

　

１
千
５
６
０
万
円
、
北
海
道
交
付
金
４
千
７
０
０
万
円
、
基

　

金
取
り
崩
し
７
千
43
万
４
千
円
で
実
施
す
る
も
の
。

２　

歯
科
診
療
所
委
託
契
約
者
の
法
人
化
に
つ
い
て

　
　

町
立
歯
科
診
療
所
の
委
託
契
約
に
つ
い
て
、
個
人
か
ら
法

　

人
に
変
更
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　

町
と
し
て
は
、
個
人
住
民
税
の
ほ
か
に
法
人
税
収
入
を
見

　

込
め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
提
案
を
受
け
入
れ
た

　

い
。

３　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

①　

子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

事
業
）
に
つ
い
て

　
　
　

本
年
10
月
か
ら
、
保
健
福
祉
課
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

　
　

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
。

　
　
　

地
域
に
お
け
る
育
児
の
相
互
援
助
活
動
を
推
進
す
る
た

　
　

め
、
援
助
を
受
け
た
い
会
員
が
援
助
を
行
う
会
員
に
利
用

　
　

料
を
負
担
し
実
施
す
る
。
利
用
料
に
対
し
、
町
か
ら
の
助

　
　

成
を
行
う
た
め
の
条
例
を
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
提
案

　
　

し
た
い
。

　

戦
後
70
年
を
経
過
し
た
２
０
１
５
年
「
人
口
急
減

と
自
治
体
消
滅
」
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
た
。
「
２

０
４
０
年
若
年
女
性
の
減
少
に
よ
り
全
国
の
８
９
６

市
区
町
村
が
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
。
」
と
衝
撃

的
な
本
で
は
あ
っ
た
が
、
現
実
を
見
つ
め
て
み
る
と

毎
年
の
よ
う
に
人
口
が
減
少
し
て
い
る
地
方
自
治
体
。

中
頓
別
町
も
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
こ
の
本
が

出
版
さ
れ
て
か
ら
全
国
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
確
か
に

毎
年
、
地
方
自
治
体
は
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
。

い
や
、
ま
さ
に
中
頓
別
町
が
消
滅
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。

　

町
民
自
ら
考
え
、
ア
イ
デ
ア
を
捻
出
し
、
独
自
の

産
業
、
企
業
を
創
出
、
経
済
変
動
に
影
響
の
少
な
い

産
業
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

も
ち
ろ
ん
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
少
数
の
人
が
や

っ
て
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
住
民
が
こ
の
危
機
感

を
共
有
し
、
時
間
を
か
け
て
一
人
一
人
が
話
し
合
い

に
参
加
し
、
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
は
力
を
合
わ
せ

て
共
助
の
精
神
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

　

２
０
４
０
年
の
夏
、
道
の
片
隅
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
イ
ス
に
座
り
な
が
ら
楽
し
い
会

話
が
弾
ん
で
い
る
。
道
端
に
は
孫
が
数
人
、
水
風
船

キ
ャ
ッ
チ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
る
と
思
い
き
や
別
の

と
こ
ろ
で
は
石
け
り
を
し
て
遊
ん
で
い
る
。
に
ぎ
や

か
な
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
微
笑
み
な
が
ら
見
つ
め
て
い
る
。
人

口
は
減
少
し
た
が
沢
山
の
子
供
達
の
元
気
な
声
が
こ

だ
ま
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
ん
な
光
景
が
い
つ
ま
で

も
続
く
よ
う
願
い
な
が
ら
・
・
私
は
天
空
の
空
（
天

国
？
）
か
ら
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

西
浦
岩
雄
）

『
中
頓
別
町
が
消
滅
す
る
自
治
体
に
な
ら
い
よ
う
に
』

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

所 

管 

事 

務 

調 

査 

報 

告

　

②　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
29
年
度
か
ら
、
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
「
子
育

　
　

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
。

　
　
　

母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
の
両
面
か
ら
の
支
援
を
一
体

　
　

的
に
提
供
す
る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
職
員
を

　
　

配
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談
窓
口
と
し

　
　

て
支
援
に
取
り
組
む
。

４　

家
屋
倒
壊
物
件
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て

　
　

相
続
人
が
不
明
で
あ
る
市
街
地
の
倒
壊
家
屋
に
つ
い
て
、

　

当
面
、
ト
タ
ン
や
木
片
が
飛
散
し
な
い
よ
う
、
民
法
第
６
９

　

７
条
「
事
務
管
理
」
の
規
定
に
よ
る
応
急
的
な
対
応
を
実
施

　

し
た
い
。

　
　

今
後
、
空
き
家
、
空
き
地
の
管
理
に
関
す
る
条
例
を
、
整

　

備
し
て
い
る
他
市
町
村
の
状
況
を
調
査
し
て
、
12
月
の
第
４

　

回
定
例
会
に
提
案
し
た
い
。

５　

旧
丹
波
屋
旅
館
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　

登
録
有
形
文
化
財　

旧
丹
波
屋
旅
館
が
で
き
る
だ
け
長
く

　

保
存
さ
れ
る
よ
う
、
所
有
者
、
保
存
会
が
行
う
保
存
・
保
護

　

に
必
要
な
修
理
、
修
繕
等
に
必
要
な
材
料
代
や
冬
期
間
の
除

　

雪
等
の
燃
料
代
の
一
部
を
町
と
し
て
支
援
し
た
い
。

【
調
査
意
見
】

１　

多
額
の
町
費
を
費
や
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
の
定
員
管

　

理
な
ど
適
正
な
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
・
監
督
を
十
分

　

に
す
べ
き
で
あ
る
。

４　

緊
急
対
応
は
早
期
に
実
施
す
べ
き
。
恒
久
定
な
対
応
は
、

　

他
市
町
村
の
状
況
を
十
分
調
査
し
て
、
効
果
的
な
条
例
と
な

　

る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
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質
　
問

●
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

　

現
在
、
給
食
費
は
保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
状

況
だ
が
、
給
食
費
の
無
料
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
が
年
々
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
長
引
く

不
況
、
収
入
が
増
え
な
い
、
保
険
料
等
の
値
上
げ

で
保
護
者
の
負
担
が
増
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
当
町
が
行
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ
学
校

給
食
の
無
料
化
も
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

　

学
校
給
食
法
で
は
、
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費

（
食
材
費
）
は
、
保
護
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
小
学
生
１
食
２
４
１
円
（
年
額
４
万
８

千
２
０
０
円
）
、
中
学
生
１
食
２
８
１
円
（
年
額

５
万
６
千
２
０
０
円
）
の
給
食
費
を
負
担
し
て
い

細 

谷 

久 

雄 

議
員

た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
給
与
等
の
所
得
額
に
よ
り
、
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
、
子
ど
も
の
学
校
生
活
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
、

こ
の
制
度
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
に
は
、
給
食

費
を
全
額
援
助
し
て
い
る
。

　

今
後
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を
検
討
す

る
中
で
、
学
校
給
食
費
の
在
り
方
・
無
料
化
・
軽

減
等
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
い
。

質
　
問

●
社
会
人
採
用
の
是
非
に
つ
い
て

　

昨
年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
本
町
の
社
会
人
枠
採

用
試
験
で
は
、
新
た
に
30
歳
代
の
町
職
員
が
２
名

増
え
、
今
年
４
月
に
は
６
名
の
職
員
が
新
規
に
採

用
さ
れ
た
が
、
今
後
も
社
会
人
枠
の
採
用
は
続
け

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

て
い
く
の
か
。
今
年
度
は
今
の
と
こ
ろ
実
施
さ
れ

て
い
な
い
が
。

　

試
験
内
容
に
は
点
数
な
ど
の
客
観
的
な
判
断
材

料
が
必
要
で
は
な
い
か
。　

昨
年
採
用
さ
れ
た
２

名
の
う
ち
１
名
は
、
採
用
日
か
ら
一
か
月
遅
れ
で

出
勤
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
な

ぜ
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

当
町
職
員
の
年
齢
構
成
で
は
、
昨
年
の
時
点
で

29
歳
か
ら
41
歳
ま
で
の
13
年
間
の
世
代
で
職
員
が

１
名
と
大
変
少
な
く
、
そ
の
後
２
名
増
え
３
名
と

な
っ
た
が
、
今
年
４
月
時
点
で
は
42
歳
か
ら
44
歳

の
職
員
が
８
名
お
り
、
将
来
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
今
後
も
計
画
的
に
社
会
人
を
採
用
し
て
い
く
。

退
職
者
数
へ
の
対
応
協
議
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、

年
度
内
の
実
施
も
考
え
る
。

　

採
用
し
た
職
員
の
仕
事
ぶ
り
な
ど
か
ら
、
必
要

な
判
断
材
料
に
つ
い
て
は
試
験
の
中
に
追
加
し
て

い
き
た
い
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
総
務
課
長

　

社
会
人
か
ら
採
用
さ
れ
た
１
名
に
つ
い
て
は
、

前
職
の
残
務
整
理
が
遅
れ
、
採
用
日
に
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
。

質
　
問

●
出
生
祝
い
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

入
籍
し
た
ら
現
金
で
30
万
円
と
い
う
結
婚
支
援

制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
結
婚
で
30
万
円
な
ら
、

も
っ
と
お
金
が
か
か
る
子
育
て
の
始
ま
り
に
は
、

そ
れ
以
上
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
品
券
で
３
万
円
、
お
む
つ
、
ご
み
袋
と
い
う
出

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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質
　
問

●
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
違
法
か

　

本
町
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
調
査
を
進
め
て

い
る
が
、
全
国
で
も
例
の
無
い
無
償
の
住
民

タ
ク
シ
ー
に
は
問
題
が
多
く
、
今
ま
で
よ
り

も
便
利
で
安
心
安
全
な
公
共
交
通
に
は
な
り

え
な
い
で
は
な
い
か
。
町
内
既
存
の
公
共
交

通
機
関
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
適
切
な
の

か
。

　

配
車
を
希
望
さ
れ
る
方
か
ら
の
電
話
対
応

は
、
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
と
さ
れ
て
い
る

が
、
専
用
の
携
帯
電
話
で
対
応
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
高
齢
の
利
用
者
が
不
利
に
な
ら
ぬ

よ
う
、
週
末
や
役
場
の
時
間
外
に
も
と
、
受

付
時
間
を
拡
大
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
住
民
の
共
助
に
よ
る

仕
組
み
を
通
じ
て
地
域
の
足
を
支
え
る
一
つ

の
手
段
で
あ
り
、
今
後
の
方
向
性
を
見
出
す

取
り
組
み
と
し
て
実
証
実
験
を
開
始
し
た
が
、

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
な
ど
に
は
不
快
な
思

い
を
さ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
も
調
整
を
図
り
、
共
存
の
可
能
性

に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答
　
弁
　
○
長
尾
総
務
課
参
事

　

電
話
で
の
受
付
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
実

証
実
験
の
中
で
は
、
平
日
の
８
時
半
か
ら
17

時
15
分
ま
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後

も
現
状
の
時
間
で
継
続
し
て
い
く
。

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
等
に
影
響
す
る

町
内
の
状
況
調
査
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
町
長
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
な

ど
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
苦
情
や
意
見

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
伺

う
。
町
民
か
ら
は
、
銭
湯
の
排
煙
や
、
そ
の

臭
気
な
ど
に
関
す
る
苦
情
も
受
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

小
学
校
近
く
の
廃
屋
に
は
飛
散
防
止
対
策

を
講
ず
る
も
の
で
、
別
な
廃
屋
へ
の
対
策
も

考
え
て
い
る
。
人
口
減
少
へ
の
対
策
、
天
北

線
バ
ス
の
存
続
、
下
水
の
悪
臭
な
ど
、
町
長

が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
の
中
で
受
け
た
意
見
や

苦
情
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

銭
湯
の
排
煙
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い
て
も

把
握
し
て
は
い
た
が
、
都
会
の
銭
湯
の
よ
う

な
高
さ
に
煙
突
の
長
さ
を
延
長
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
現
状
で
は
、
塗
料
な
ど
が
残
っ
て

い
る
廃
材
を
燃
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い

う
対
応
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
総
務
課
長

　

建
造
物
の
更
新
等
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

所
有
者
か
ら
自
治
体
へ
の
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
た
巡

視
を
毎
年
春
と
秋
に
行
っ
て
い
る
。
町
内
の

建
物
す
べ
て
を
調
査
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

生
制
度
も
見
直
す
べ
き
。

　

結
婚
支
援
と
同
じ
よ
う
に
、
最
低
で
も
今

年
４
月
１
日
以
降
の
出
産
か
ら
遡
っ
て
適
用

で
き
る
制
度
を
次
期
定
例
会
ま
で
に
提
案
し

て
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
結
婚
に
つ
い
て
も
、
出
産
に
つ
い

て
も
、
町
民
か
ら
の
支
援
、
お
祝
い
で
あ
り
、

制
度
を
受
け
る
方
は
、
広
報
の
え
ん
ぐ
み
、

う
ぶ
ご
え
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
だ
く
べ
き

だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
全
件
掲
載
さ
れ
て
い
る

か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

現
在
、
子
ど
も
、
子
育
て
対
策
と
し
て
、

町
全
体
の
施
策
見
直
し
に
着
手
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
出
生
祝
い
金
制
度
な
ど
の
実
施

状
況
や
そ
の
効
果
等
を
検
証
し
、
内
容
や
時

期
に
つ
い
て
、
制
度
の
遡
及
適
用
な
ど
も
含

め
12
月
定
例
会
ま
で
に
検
討
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
総
務
課
長

　

広
報
で
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
こ
こ
最

近
の
中
で
掲
載
を
拒
否
さ
れ
た
方
は
い
な
い

が
、
過
去
に
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ

た
か
調
査
す
る
。

質
　
問

●
町
民
か
ら
の
苦
情
（
意
見
）
に
つ
い
て

　

近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
な
ど
に
よ
り
、
小

学
校
近
く
の
廃
屋
を
町
で
撤
去
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
別
な
廃
屋
撤

去
な
ど
の
要
望
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

質
　
問

●
町
長
の
公
務
（
出
張
等
）
に
つ
い
て

　

町
長
の
出
張
回
数
や
日
数
、
費
用
な
ど
は

適
切
か
、
公
表
し
証
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
は
、
先
日
の
道
外
視
察
で
、
帰
路
の
途

中
に
視
察
団
と
別
れ
る
別
行
動
を
と
ら
れ
、

出
張
の
用
務
と
は
関
係
の
な
い
地
ま
で
足
を

の
ば
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
公
費
の
支
出

と
し
て
適
切
か
。

　

仕
事
中
に
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
カ

ウ
ン
ト
な
ど
を
操
作
す
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
ゲ

ー
ム
や
不
適
切
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る

の
と
同
じ
で
あ
り
、
仕
事
と
関
係
な
い
利
用

は
な
い
か
検
閲
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

出
張
に
つ
い
て
は
、
旅
費
条
例
に
基
づ
い

た
支
給
を
受
け
て
い
る
。
詳
細
は
別
に
資
料

と
し
て
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

先
進
地
視
察
か
ら
の
帰
路
に
つ
い
て
は
、

近
く
ま
で
行
っ
た
つ
い
で
に
と
遠
方
の
知
人

を
訪
ね
る
機
会
と
し
て
、
別
行
動
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
自
費
で
移
動
し
た
が
、
旅
費

の
受
給
と
し
て
適
切
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
今

後
の
た
め
に
も
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

不
適
切
な
サ
イ
ト
の
閲
覧
履
歴
が
あ
る
か

な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
を
日

常
的
に
調
査
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

行
政
施
設
全
体
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
検
閲
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
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質　

問

●
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
意
識
に
つ
い
て

　

各
種
祭
事
等
の
会
場
準
備
、
当
日
運
営
、

後
片
付
け
な
ど
の
人
員
は
、
行
政
関
係
者
を

含
め
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
。

町
行
政
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
意
識
が
低
下
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
今
後
の
意
識
改
革

な
ど
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

準
備
、
運
営
、
片
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
で
は

町
職
員
の
半
数
も
参
加
し
て
い
な
い
。
イ
ベ

ン
ト
は
町
の
活
気
な
ど
に
繋
が
る
も
の
で
あ

り
、
町
の
た
め
の
仕
事
と
考
え
、
本
業
の
時

間
を
割
い
て
携
わ
っ
て
い
る
町
民
も
い
る
。

人
員
が
減
少
し
続
け
て
い
る
準
備
片
付
け
な

ど
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
町
職
員
に
と
っ
て

も
仕
事
の
一
環
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

運
営
、
準
備
に
必
要
な
人
員
が
減
少
し
て

い
る
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
て
い
る
関

係
者
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
町
職
員

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
約
半

数
か
ら
３
分
の
２
く
ら
い
の
職
員
が
何
ら
か

の
形
で
参
加
し
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
。

　

担
当
以
外
の
職
員
ま
で
業
務
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
好
ま
し
い
と
は

思
わ
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
職
員
が

自
主
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
は
思
う
。
今

後
は
私
自
身
、
よ
り
準
備
や
片
付
け
な
ど
に

参
加
し
、
職
員
に
も
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。

質　

問

●
６
次
産
業
化
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
受
け
、
小
規

模
・
多
機
能
型
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
拠
点
づ
く

り
事
業
に
よ
り
、
９
月
３
日
の
酪
農
祭
で
「

な
か
と
ん
牛
乳
」
が
お
披
露
目
さ
れ
た
。
わ

が
町
の
基
幹
産
業
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
酪

農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
待
望
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
る
。

　

さ
て
、
牛
乳
を
牛
乳
と
し
て
飲
用
す
る
の

は
至
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
未
だ
付
加

価
値
が
付
い
た
と
は
い
え
な
い
。
「
な
か
と

ん
牛
乳
」
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

「
な
か
と
ん
牛
乳
」
は
、
『
地
域
で
生
産

さ
れ
た
牛
乳
を
地
域
で
消
費
（
活
用
）
し
た

い
』
と
い
う
町
民
の
要
望
を
受
け
、
６
次
産

業
化
検
討
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
関
係
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
酪
農
祭
に
お
披
露

目
し
、
そ
の
後
町
内
の
商
店
や
道
の
駅
等
で
、

週
末
を
中
心
に
販
売
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

今
回
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
、
乳
処
理

業
の
許
可
を
は
じ
め
乳
製
品
の
製
造
許
可
も

取
得
し
て
お
り
、
牛
乳
を
原
料
と
し
た
加
工

品
の
試
作
・
研
究
と
製
造
ス
タ
ッ
フ
の
技
術

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
牛
乳
を
原
料
と
し
た
特
産
品
の

開
発
を
視
野
に
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
町

民
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
特
産
品
の
試
験
研
究
・
販
売
を

検
討
さ
れ
て
い
る
町
内
の
団
体
及
び
個
人
の

方
の
支
援
方
法
等
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

長
谷
川 

克 

弘 

議
員

質　

問

●
民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
補
助
に
制
限
を

　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
補
助
金
は
、
自

己
資
金
が
あ
る
者
な
ら
誰
で
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
何
ら
制
限
が
な
い
。

　

こ
の
条
例
を
改
正
し
、
同
一
生
計
者
に
町

職
員
が
い
る
場
合
は
補
助
対
象
か
ら
除
外
す

べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
地
元
業
者
に
よ
る

施
工
に
限
る
と
い
う
条
例
改
正
を
す
べ
き
で

あ
る
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

中
頓
別
町
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
助
成

条
例
の
基
づ
く
助
成
対
象
者
に
は
、
町
職
員

の
同
一
生
計
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
対
象
外
と
す
べ
き
と
い
う
ご
意
見
で

あ
る
が
、
職
員
と
生
計
を
ひ
と
つ
に
す
る
と

は
い
え
、
あ
く
ま
で
同
一
生
計
者
ご
本
人
の

星 

川 

三
喜
男 

議
員
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事
業
で
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
対
象
外
と
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

質　

問

●
社
会
福
祉
法
人
へ
の
指
導
・
監
督
に
つ
い

　

て

　

平
成
23
年
の
権
限
移
譲
で
本
町
は
北
海
道

が
行
っ
て
い
た
社
会
福
祉
法
人
へ
の
指
導
・

監
督
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
長
寿
園
を

運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
は
経
営
難
に
陥
っ

て
い
る
。
権
限
移
譲
後
、
町
は
適
切
に
指
導

・
監
督
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

平
成
24
年
度
か
ら
特
例
条
例
に
よ
り
道
か

ら
本
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
た
事
務
は
、
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
福
祉
系
）
の
指
定

等
に
関
す
る
業
務
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
事
務
等
で
、
法
人

の
指
定
又
は
指
定
の
更
新
に
関
す
る
事
務
、

及
び
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
係
る
監
査
・
勧
告

・
命
令
等
に
関
す
る
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
。

町
と
し
て
権
限
の
移
譲
を
受
け
た
事
務
に
つ

い
て
は
、
宗
谷
総
合
振
興
局
の
助
言
等
を
頂

き
な
が
ら
、
適
切
に
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

法
人
の
経
営
に
関
す
る
指
導
等
の
事
務
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
北
海
道
の
事
務
と
は
な
っ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
平
成
25
年
頃
か
ら

法
人
の
経
営
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
る
。

基
本
的
に
運
営
赤
字
に
関
す
る
財
政
的
な
支

援
は
困
難
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
伝
え
、
自

主
的
な
改
善
を
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
法

人
に
よ
る
施
設
運
営
を
取
り
ま
く
状
況
が
よ

り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
度
、
町
も
含
め
外
部
有
識
者
等
を
加
え
た

経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
設
置
し
て
改

善
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し
て
頂
い
て
い
る
。

質　

問

●
飲
用
牛
乳
に
つ
い
て

　

８
月
26
日
付
け
の
北
海
道
新
聞
に
小
型
ミ

ル
ク
プ
ラ
ン
ト
関
連
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

事
業
費
３
，
２
０
０
万
円
、
一
度
に
60
リ
ッ

ト
ル
を
処
理
し
、
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ボ

ト
ル
で
販
売
と
あ
る
が
、
販
売
価
格
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
人
件
費
を
含
め
た
１
本
当
た

り
の
コ
ス
ト
は
い
く
ら
か
。
ど
こ
で
誰
が
販

売
し
、
購
入
希
望
者
が
平
等
に
購
入
で
き
る

の
か
伺
う
。

答　

弁　

○
平
中
産
業
建
設
課
長

　

飲
用
向
け
牛
乳
は
、
『
小
規
模
・
多
機
能

型
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
拠
点
づ
く
り
事
業
』
の

製
造
等
の
部
門
を
委
託
し
て
い
る
㈲
シ
ビ
ル

開
発
が
製
造
・
販
売
元
と
な
り
、
平
成
28
年

度
は
試
験
販
売
と
の
位
置
づ
け
で
、
町
内
の

小
売
店
２
店
、
農
協
ス
ー
パ
ー
、
道
の
駅
、

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
で
週
末
を
中
心
と
し
た
販

売
を
予
定
し
て
い
る
。

　

飲
用
向
け
牛
乳
は
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
ボ
ト
ル
を
２
０
０
円
／
本
（
税
込
）
で
の

販
売
と
し
て
お
り
、
現
状
の
計
画
で
は
一
本

当
た
り
の
コ
ス
ト
は
２
７
０
円
程
度
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

販
売
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
３
月
末

ま
で
に
お
よ
そ
２
，
３
０
０
本
を
計
画
し
て

い
る
が
、
販
売
先
と
納
品
数
を
協
議
し
な
が

ら
製
造
量
を
調
整
し
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ボ
ト
ル

の
ほ
か
に
、
今
後
は
９
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
ボ
ト
ル
（
販
売
価
格
５
０
０
円
／
本
、
製

造
コ
ス
ト
約
４
８
０
円
）
も
販
売
店
と
協
議

し
な
が
ら
納
品
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
小
中
学
校

の
給
食
に
も
月
１
回
程
度
で
提
供
す
る
予
定

で
あ
り
、
平
成
28
年
度
で
は
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
提
供
も
計
画
し
て
い
る
。

質　

問

●
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

　

宗
谷
管
内
で
は
、
ど
こ
の
市
町
村
に
も
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
各
市
町
村
で

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
中
頓
別
町
に
は
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
な
い
。

　

町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
り
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
を
行
う

べ
き
と
思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
第
４
回
定
例
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
時
点
で
取
り
組
む
考
え
が
な
い
こ
と
の

答
弁
が
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
効
果
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
取
り
組
み
方
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
の
観
光
の
中
で
新
し
い
基
本
計
画
の

策
定
や
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
中
で
、
ま

ず
、
基
礎
的
な
産
業
を
整
え
る
こ
と
が
優
先

課
題
と
し
て
あ
り
、
職
員
も
邁
進
し
て
い
る
。

　

今
後
の
展
開
で
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
時
点
で
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
状
況

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
当
面
は
現
状
の
ま

ま
と
し
た
い
。

佐 

藤 

奈 

緒 

議
員
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　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な
場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や
各種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知
らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう

質
　
問

●
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
経
営
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
の
私
の
質
問
に
、

総
括
責
任
者
を
現
支
配
人
と
し
、
積
極
的
な

運
営
に
あ
た
る
と
し
た
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
運
営
に
あ
ま
り
変
化
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
町
と
し
て
６
月
以
降
具
体
的
な
改
善

の
指
示
を
し
た
の
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
経
営
は
観
光
開
発
株

式
会
社
に
お
い
て
４
月
よ
り
施
設
運
営
総
体

の
総
括
責
任
者
と
し
て
現
在
の
支
配
人
を
配

置
し
、
運
営
し
て
い
る
。

　

総
括
責
任
者
は
６
月
以
降
と
の
考
え
で
は

な
く
、
現
支
配
人
を
配
置
し
た
４
月
以
降
取

り
組
ん
で
き
た
と
の
意
識
で
あ
っ
た
。
６
月

議
会
の
質
問
の
捉
え
方
の
違
い
が
あ
っ
た
。

　

現
体
制
で
５
ヶ
月
が
経
過
し
、
こ
の
間
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
の
町
民
向
け
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、
期
間
限
定
で
は
あ
る
が
入

浴
時
間
の
延
長
、
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し

や
宿
泊
客
に
応
じ
た
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

等
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
28
年
８
月
末
の
運
営
状
況
で

は
、
宿
泊
者
数
、
入
館
者
数
も
増
加
し
て
い

る
。

　

観
光
開
発
株
式
会
社
と
し
て
は
、
今
後
も

現
支
配
人
を
中
心
に
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
期
間
限
定
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
会

食
利
用
の
増
加
に
向
け
た
営
業
の
強
化
等
を

進
め
て
い
く
。

　

町
と
し
て
の
具
体
的
な
改
善
の
指
示
に
つ

い
て
は
、
①
建
設
関
係
作
業
者
の
需
要
に
依

存
し
な
い
運
営
体
制
の
確
立
、
②
近
隣
市
町

村
か
ら
の
集
客
力
の
強
化
、
③
冬
期
等
の
閑

散
期
の
対
策
（
新
し
い
商
品
の
企
画
・
開
発

と
積
極
的
な
営
業
活
動
の
展
開
）
に
つ
い
て
、

町
長
と
し
て
、
代
表
取
締
役
社
長
及
び
現
支

配
人
に
対
し
て
申
し
入
れ
て
い
る
。

質
　
問

●
公
営
住
宅
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て

①　

民
間
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
続
き
、
町
の

　

助
成
制
度
が
効
果
的
で
あ
る
が
、
一
方
で

　

良
好
な
公
営
住
宅
の
維
持
も
必
要
で
あ
る
。

　
　

今
後
、
適
正
な
管
理
戸
数
を
ど
の
よ
う

　

に
考
え
る
か
。

②　

役
所
、
会
社
な
ど
の
短
期
赴
任
者
な
ど

　

に
は
、
浴
室
を
入
居
者
に
設
備
さ
せ
る
の

　

は
不
適
切
で
あ
る
。
今
後
、
ど
う
対
処
す

　

る
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

①　

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
が
、

　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
が
進
め
ば
、
管
理
戸

　

数
の
縮
減
な
ど
適
切
な
見
直
し
を
図
っ
て

　

い
き
た
い
。
全
体
の
管
理
戸
数
は
２
５
０

　

戸
程
度
を
考
え
て
い
る
。

②　

現
在
の
公
営
住
宅
は
、
建
設
年
次
等
の

　

違
い
に
よ
り
、
町
が
浴
室
及
び
ボ
イ
ラ
ー

　

を
設
置
し
て
い
る
も
の
、
浴
室
の
み
設
置

　

し
て
い
る
も
の
、
浴
室
の
浴
槽
及
び
ボ
イ

　

ラ
ー
と
も
設
置
し
て
い
な
い
も
の
に
分
か

　

れ
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
希
望
者
が
入
居
し
や
す
い
し

　

く
み
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
、
ま
た
、
特

　

殊
な
事
情
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

質
　
問

●
副
町
長
の
配
置
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
の
私
の
質
問
に

対
し
、
平
成
29
年
３
月
で
不
在
期
間
10
年
と

な
り
、
置
く
べ
き
と
の
基
本
的
な
考
え
に
立

っ
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

基
本
的
な
考
え
方
に
は
変
わ
り
な
く
、
今

後
、
副
町
長
の
配
置
に
向
け
て
議
会
と
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

東
海
林 

繁 

幸 

議
員



なかとんべつ町議会だより１９５号11

実
質
公
債
費
比
率
４･

８
％

基
金
残
高
15
件
、
40
億
８
千
４
百
万
円
に

　

一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
49
億
６
百
万
円
に
の
ぼ
る
平
成

27
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
の
審
査
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
１
億
２
千
７
百
万
円
、
歳
出
で

５
千
７
百
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
26
年
度
の
22
億
１

千
８
百
万
円
か
ら
３
千
７
百
万
円
増
の
22
億

５
千
５
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
会

計
の
歳
入
総
額
36
億
７
百
万
円
に
占
め
る
割

合
（
依
存
度
）
は
約
62
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
８
・
６
％
か

ら
さ
ら
に
改
善
し
、
４
・
８
％
（
表
３
②
備

考
欄
）
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
借
入
金
返
済
の
割
合
は
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
良
く
、
町
の
収
入
の
半
分
以
上

を
占
め
、
比
率
の
分
母
と
な
る
地
方
交
付
税

が
平
成
28
年
度
に
お
い
て
５
千
２
百
万
円
減

額
と
な
っ
た
よ
う
に
、
将
来
の
不
測
の
財
政

負
担
に
備
え
、
今
後
も
行
財
政
改
革
を
進
め
、

比
率
を
低
下
さ
せ
る
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未
済

（
滞
納
額
）
が
、
前
年
度
に
比
べ
７
万
円
増

加
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等
が
徴

収
不
能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
63
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
15
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
４
億
１
千
万
円
と
大
幅
に
増
加

し
、
40
億
８
千
４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

基
金
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
減
債
基
金

１
千
３
百
万
円
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金
１

億
円
、
地
域
振
興
基
金
と
農
林
業
活
性
化
基

金
を
廃
止
し
て
新
た
に
創
設
し
た
地
方
創
生

基
金
３
億
４
千
５
百
万
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
平
成
27
年
度
借
入
額
３
億
６

千
５
百
万
円
に
対
し
、
償
還
額
が
５
億
７
千

６
百
万
円
、
こ
の
結
果
、
前
年
度
末
に
比
べ

２
億
１
千
１
百
万
円
減
り
、
46
億
８
千
２
百

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
残
高
が
減
少
し
ま
し

た
が
、
人
口
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
一
人
当
り
約
２
６
０
万
円
の
借
金
額
は

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
９
千
万
円
あ
ま
り
減
っ
て
、
４
億
４
千
９

百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
事
業
会
計
運

営
事
業
補
助
金
９
千
万
円
の
増
が
あ
り
ま
す

が
、
自
動
車
学
校
水
洗
化
工
事
完
了
に
よ
り

１
千
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
医

療
給
付
費
の
減
に
よ
り
２
千
５
百
万
円
、
下

水
道
事
業
会
計
の
地
方
債
繰
上
償
還
完
了
に

よ
り
１
億
４
千
７
百
万
円
減
額
と
な
っ
た
こ

と
が
要
因
で
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
が
基
本
で

す
が
、
実
態
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月
15
日

か
ら
16
日
か
け
て
全
議
員
に
よ
る
審
査
を
行

い
、
認
定
第
１
号
一
般
会
計
か
ら
、
認
定
第

８
号
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま
で

８
会
計
の
平
成
27
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、監査委員の
意見を付して議会に提出され、認定の可否を決めるものです。
　議会は予算が適正に執行されていることを審査するとともに、
住民に代わって行政効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（東海林繁幸委員長）が設置され、休会中に各会計決算を審査し、
平成２７年度の一般会計をはじめとする８会計すべての歳入・歳
出決算が認定されました。

平成２７年度　全会計決算を認定平成２７年度　全会計決算を認定
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歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

3,692,502,000 3,607,341,703 3,472,518,412 134,823,291 1,841,000

自動車学校事業特会 31,730,000 30,178,193 30,024,100 154,093

国民健康保険事業特会 332,318,000 330,191,818 311,976,639 18,215,179

水道事業特会 83,506,000 82,331,787 81,943,200 388,587

下水道事業特会 77,366,000 77,718,160 77,199,302 518,858

介護保険事業特会 231,343,000 227,428,251 219,257,970 8,170,281

後期高齢者事業特会 27,235,000 26,918,358 26,915,738 2,620

国保病院事業
（収益的収支） 566,631,000 556,830,673 533,086,026 23,744,647

（資本的収支） 126,217,000 125,398,000 152,683,190 ▲ 27,285,190

5,168,848,000 5,064,336,943 4,905,604,577 158,732,366 1,841,000

一　　般　　会　　計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

合　　　計

（表-１）平成２７年度　一般会計及び特別会計の決算状況

(単位：円）

会　　計　　区　　分 予　算　額
決　　　　　算　　　　　額 翌年度へ繰越

すべき財源

 

区　　　分 平成26年度末 借入（発行）額 償還額 平成27年度末

一 般 会 計 3,829,015 320,439 497,845 3,651,609
水 道 事 業 特 別 会 計 484,004 31,387 452,617
下 水 道 事 業 特 別 会 計 552,766 38,587 514,179

国民健康保険病院事業会計 27,544 44,500 8,268 63,776

合　　　計 4,893,329 364,939 576,087 4,682,181

（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

（単位：千円）

  （表-３）財務指標（普通会計）

項　　　目 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 備　考

①経常収支比率 62.4 59.4 58.9 55.0
毎年経常的に収入される財源
のうち、経常的に支出される経
費の割合

②実質公債費比率
（単年度）

13.1 7.3 5.5 1.9

財政健全化法による実質公債
費比率は、この欄の平成25年
度～27年度の３ヵ年平均で算
出。平成27年度=4.8％

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

18.7 15.8 12.4 8.6

公債費負担適正化計画の実質
公債費比率は、②の平成24年
度～26年度の３ヵ年平均で算
出。平成27年度＝8.6％

④財政力指数 0.089 0.085 0.083 0.086
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団
体

⑤標準財政規模 2,763,771 2,645,671 2,370,801 2,421,858
ある程度均衡の取れた行政
サービスを行うために必要な一
般財源の規模

⑥基準財政収入額 207,575 201,166 200,721 210,311 収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,592,778 2,473,763 2,215,388 2,267,493
一定の行政サービスを提供す
るために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）

歳出総額４９億５６０万円歳出総額４９億５６０万円
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一 

般 

会 
計

　
宮
崎
委
員

　

広
報
な
か
と
ん
べ
つ
等
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
昨
年
７
月
に
変
更
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
、
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
進

め
て
い
く
考
え
か
。

　
遠
藤
総
務
課
長

　

担
当
者
が
４
月
に
替
わ
っ
て
７
月
に
変
更

し
た
が
、
何
か
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
の
で
、
今
後
、
統
一
し
て
使
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
細
谷
委
員

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
、
エ
ゾ
シ
カ
の

捕
獲
計
画
が
毎
年
５
０
０
頭
で
あ
る
が
、
中

頓
別
の
生
息
数
と
駆
除
頭
数
年
５
０
０
頭
の

根
拠
を
伺
い
た
い
。

　
平
中
産
業
建
設
課
長

　

北
海
道
に
よ
る
平
成
26
年
度
北
海
道
西
部

地
域
の
エ
ゾ
シ
カ
の
推
計
生
息
数
は
24
万
頭

答 問 答 問

で
あ
り
、
単
純
に
当
町
の
面
積
で
割
る
と
２

千
８
０
０
頭
に
な
る
。

　

捕
獲
目
標
の
５
０
０
頭
は
、
明
確
な
根
拠

は
な
い
が
、
過
去
の
捕
獲
頭
数
を
考
慮
し
て

い
る
。
捕
獲
頭
数
の
動
向
を
踏
ま
え
て
増
減

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

宮
崎
委
員

　

先
日
の
町
長
の
行
政
報
告
の
中
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
か
か
る
返
礼
品
と
し
て
、
当
面

は
ハ
チ
ミ
ツ
と
砂
金
よ
う
か
ん
と
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ハ
チ
ミ
ツ
に
つ
い
て
１
０
０
％
中
頓
別
産

な
の
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
よ
う
な
の
で
１

年
を
通
し
て
提
供
で
き
て
い
る
の
か
。

　

長
尾
総
務
課
参
事

　

町
内
に
蜂
箱
を
置
い
て
ハ
チ
ミ
ツ
を
生
産

し
て
い
る
業
者
か
ら
観
光
協
会
が
購
入
し
て

瓶
詰
し
た
も
の
を
特
産
品
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
町
内
で
採
れ
た
も
の
と
の
認
識
は
持

っ
て
い
る
が
、
今
後
の
利
用
に
お
い
て
は
、

確
実
に
町
内
の
も
の
と
言
え
る
よ
う
に
根
拠

づ
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　

佐
藤
委
員

　

パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
と
し
て
、
札
幌
の
お
見

合
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
良
好
な
結
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ
る
が
、

中
頓
別
町
で
開
催
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
思
う
。

　

募
集
し
て
も
女
性
の
参
加
者
が
な
い
と
い

う
こ
と
は
募
集
内
容
に
問
題
が
あ
る
の
か
、

Ｐ
Ｒ
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
の
か
、

答 問問

　

藤
田
産
業
建
設
課
参
事

　

平
成
26
年
度
は
旭
川
周
辺
で
計
画
し
た
が
、

女
性
が
集
ま
ら
な
く
て
農
協
、
町
に
補
助
金

を
返
還
し
た
。
平
成
27
年
度
は
札
幌
の
婚
活

業
者
主
催
に
よ
る
中
頓
別
の
青
年
を
対
象
に

し
た
事
業
を
実
施
し
た
。

　

中
頓
別
で
開
催
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る

が
、
酪
農
に
関
心
の
あ
る
女
性
が
少
な
い
こ

と
、
40
数
万
円
を
か
け
て
広
報
し
て
も
女
性

が
集
ま
ら
な
い
実
態
が
あ
る
。

　

宮
崎
委
員

　

公
共
事
業
は
原
則
競
争
入
札
で
あ
り
、
入

札
が
難
し
い
場
合
に
随
意
契
約
で
様
々
な
方

式
が
あ
る
が
、
２
社
以
上
か
ら
見
積
も
り
を

取
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
の
決
算
、
平
成
28
年
度
の
予

算
執
行
で
ど
れ
だ
け
随
意
契
約
が
行
わ
れ
、

金
額
が
適
正
か
伺
う
。

　

小
林
町
長

　

契
約
の
一
覧
表
を
作
成
し
て
後
日
提
出
す

る
。

　

基
本
的
に
は
、
競
争
入
札
に
付
す
べ
き
も

の
は
競
争
入
札
に
付
し
て
い
る
。
随
意
契
約

で
あ
っ
て
も
複
数
の
見
積
書
を
徴
し
て
い
る
。

一
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
て
い
る
会
社

の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
１
社
の
随
意

契
約
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

答 問 答

　

細
谷
委
員

　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
ハ
ン
タ
ー
育
成
に
つ
い

て
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

計
画
を
聞
き
た
い
。

　

平
中
産
業
建
設
課
長

　

町
と
し
て
助
成
措
置
等
を
講
じ
て
い
る
が

な
か
な
か
希
望
者
が
な
い
。
平
成
28
年
度
は

１
名
が
取
得
し
て
い
る
が
、
有
害
鳥
獣
担
当

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
い
る

が
応
募
が
な
い
。

　

小
林
町
長

　

決
し
て
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
現
実
と
し
て
思
う
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

町
と
し
て
今
後
の
育
成
に
関
す
る
計
画
を
定

め
て
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、
猟
友
会
に
も
力

を
借
り
て
実
現
に
努
め
た
い
。

答答 問

総
　
　
務
　
　
費

決 算 審 査
特別委員会

主な質疑

決算審 査
特別委員会

主な質疑

特 

別 

会 

計

自
由
討
議
、
討
論
な
し

農 

林 

水 

産 

業 

費

質
疑
、
自
由
討
議
、
討
論
な
し

総
　
括
　
質
　
疑

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計



　

秋
も
深
ま
り
、
ス
ト
ー
ブ
が
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
紅

葉
の
時
期
が
間
も
な
く
終
わ
り
、
雪
虫
も
飛
び
、
平
地
で
も
雪
の
積
も
る

日
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

初
雪
の
日
を
当
て
る
と
い
わ
れ
る
北
海
道
の
雪
虫
。
こ
の
雪
虫
は
事
前

に
寒
さ
を
察
知
し
、
飛
ん
だ
数
日
後
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
急

激
に
気
温
が
下
が
っ
て
雪
が
降
り
ま
す
。
本
名
を
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
仲
間
で
、

「
ト
ド
ノ
ネ
オ
オ
タ
ワ
ム
シ
」
と
い
い
ま
す
。
晩
秋
の
わ
ず
か
な
気
温
の

変
化
か
ら
初
冬
の
訪
れ
を
素
早
く
察
知
し
、
交
尾
を
し
て
卵
を
産
む
た
め

に
命
が
け
の
新
婚
旅
行
に
出
る
の
で
す
。
こ
の
時
の
飛
ぶ
姿
が
雪
を
思
わ

せ
る
た
め
雪
虫
と
呼
ば
れ
、
北
海
道
で
は
昔
か
ら
雪
虫
が
出
る
と
そ
ろ
そ

ろ
雪
が
降
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ら
コ
ー
ト
に
な
る
よ
う
に
、
秋
が
短
く
、
夏
か
ら

冬
に
い
き
な
り
季
節
が
変
わ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
寒
暖
の
差
も
大

き
い
の
で
お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
細
）

編
　
集
　
後
　
記

３日　陸上自衛隊名寄駐屯地創立63周年記念行事
　　　（名寄市）
５日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）

１日　議会運営委員会
３日　２０１６Ｎ４５゜酪農祭
５日　議会運営委員会
９日　中頓別町敬老会
11日　町民親睦交流パークゴルフ大会
14日　長寿園敬老会
14日～16日
　　　第３回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
　　　決算審査特別委員会

議会の動き
７月

６日　北緯45度夏まつり
７日　町内対抗スポーツフェスティバル
10日　第３回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
　　　議会運営委員会
19日　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
　　　無縁故者法要
23日　議会広報研修会（札幌市）

８月

９月

３日　民進党北海道と宗谷本線活性化推進協議会
　　　意見交換会（名寄市）
６日　議会広報編集特別委員会
９日　中頓別中学校学校祭
16日　中頓別小学校学芸会
17日　議会広報編集特別委員会

10月

なかとんべつ町議会だより１９５号 14

　７月５日、北海道町村議会議員研修会が札
幌コンベンションセンターで、全道から議員、
事務局職員約1,800人が参加して開催されまし
た。
　はじめに、立正大学客員教授　高野誠鮮
（たかの　じょうせん）氏による「ひとを動
かし、まちを動かす」と題した講演で、過疎
の村を救った自身のスーパー公務員としての
経験を語ってくれました。
　石川県羽咋市（はくいし）神子原（かみこ
はら）、65歳以上の住民が半数を超える限界
集落で、2004年までの20年間で人口が37％減
少した。最大の問題は平均年収87万円という
農家の所得の低さ。
　「全国のおいしいお米」の３位に選ばれな
がらも知名度のなかった神子原米に注目し、
ブランド化を図るために2005年、ローマ法王
に献上。それが話題となり、通常米の２倍の
価格でも入手困難な幻のコメとなった。
　新規就農者の誘致などで限界集落から脱却
させた行動力には敬服させられました。
　次に、東京新聞・中日新聞　論説副主幹　
長谷川幸洋（はせがわ　ゆきひろ）氏による
「日本の行方～政局・政治展望」と題した講
演では、「外交とはどういうものか」・「中
国と日本の関係」・「安保防衛問題」・「憲
法改正とは」など、世界の状況から日本を考
えるという内容で「たかじんのそこまで言っ
て委員会」でもおなじみの歯切れの良さで、
明快にご自身の考えを説明されました。
　国民一人一人が学びあい、語り合うことの
必要性と選挙によって私たちが選ぶ政治家に
よって日本の運命が変わってしまうことを実
感させられました。
　私たち議員にとっても、町村の未来を考え
るうえで大変貴重な講演でありました。
　　　　　　　　　　（報告者：細谷久雄）

全道町村議会議員研修会報告


